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泊３号炉の審査工程について 

 

泊３号炉のプラント側審査工程は、昨年 8 月 26 日の審査会合に説明していますが、基

準津波および基準地震動の説明に時間を要していることから遅延しています。 

 

また、基準津波策定後も、昨年８月 26 日に想定していたより入力津波等の解析工程が

長くなる状況であり、現在、工程短縮の検討を進めているところです。 

 

 一方で、解析結果が出る前においても防潮堤については設計の考え方を説明させていた

だいており、解析終了後の手戻りが無いように努めています。防潮堤以外の事項について

も同様に解析終了前に説明すべき事項を説明し全体工程の短縮に努めていきます。 

 

 また、耐震・耐津波設計以外の事項については、概ね審査済みとされているものの、バ

ックフィット案件等新たなに説明する事項があるためこれらについて説明していきます。 

 

以上 
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基準地震動の策定

凡例：説明期間 解析期間

泊３号炉 説明スケジュール

項目

地震・津波側審査
(1/14地震・津波側
提示工程に基づき想定)

論点説明

ＤＢ・ＳＡ関連説明

バックフィット案件

【主な審査項目】

１.耐震設計方針
【４条】

２.耐津波設計方針
(防潮堤)
【５条】

３.溢水

４.アクセスルート

５.PRA

スケジュール及び論点

屋内溢水

耐津波設計方針

屋外溢水

アクセスルート

説明スケジュール(案)

基準津波の策定
地盤・斜面の安定性評価

(防潮堤の構造設計に必要な条件を求める解析)

(耐津波設計方針の策定に必要な解析)

(防潮堤の設計方針)

まとめ

(防潮堤の設計方針)

(防潮堤の構造成立性)

耐震設計方針

地盤の液状化影響評価

地下水位の設定

地震PRA
津波PRA

地震ハザード
津波ハザード

(入力津波(平面二次元解析))

(漂流物評価)

(液状化試験の妥当性確認)

泊３号炉の説明スケジュールは、下記の通り。

1

【2021年8月26日に提示した工程からの遅延理由】
〇当初想定していた「基準地震動の策定」時期の遅れ6.5ヶ月
〇当初想定していた「基準津波の策定」時期の遅れ8ヶ月
〇上記に伴い，「プラント側審査」の説明時期を繰り延べて再設定
〇「耐津波設計方針の策定に必要な解析」について，当初想定し
ていた波源数よりも増加する見通しのため解析期間を再設定

「防潮堤の構造成立性」
に至るまでのクリティカル
工程を赤色で示す


